










はじめに 

母子健康手帳は,昭和 51 年 1 月,厚生省告示 6 により大幅な改訂が行われ，その後昭和 55

年，及び 56年に一部改訂がなされ,昭和 56 年 4月より現行の母子健康手帳として使用され

ている。 

京都府においては,母子保健の推進にとっての母子健康手帳の重要性に鑑がみ,56 年度よ

り一部づつ改訂をしてきた。改訂作業は,各保健所の意見を集約しながら，厚生省「母子保

健・医療に関する管理体系システム開発に関する研究」研究班(小泉 明班長)時代に設置し

た「京都府母子保健検討委員会」(構成メンバー:医師・保健婦・本庁母子保健係)で検討し

ている。 

取りあえず今年度は,全国各都道府県にお願いして送付していただいた母子健康手帳の若

干のまとめと,京都府の昭和 59 年度改訂版と昭和 56 年厚生省告示 26 の現行の母子健康手

帳との対比につき報告する。 


